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人員配置標準について 

]. 医療法における 人員配置標準の 考え方 

◆適正な医療を 実施するためには 一定水準以上の 人員を確保する 必要があ ることから、 医療法では、 病院及び療養病床を 有 

する診療所において 有するべき人員の「標準」が 示されている。 

注 1) 人員配置標準を 満たさない場合であ っても、 患者の傷病の 程度、 医療従事者間の 連携等により、 望ましい一定の 医 

療 水準を確保することが 十分可能な場合もあ るため、 最低基準ではなく、 「標準」とされている。 
注 2) 「標準」であ っても、 標準数を満たさない ( 標欠 ) 医療機関は医療法に 反することになる。 

注 3) 診療報酬では、 医療法における 人員配置標準を 踏まえ、 手厚い配置であ れば加算、 標準を下回る 配置であ れば減算 
されるなど、 一定の経済的評価が 行われている。 

く 病院等 ノ 

0  病院、 療養病床を有する 診療所は、 厚生労働省令で 定める員数の 医師、 歯科 E 師 、 看護郎等を有しなければならないとさ 

れている。 (E 療法第 21 条 ) 

0  上記規定に基づき、 医師、 歯科 E 師 、 看護 師 等の員数の標準が 定められている。 ( 医療法施行規則 第 19 条、 第 2 「条の 2) 

く 特定機能病院 ノ 

0  特定機能病院は、 厚生労働省令で 定める員数の 医師、 歯科 E 師 、 薬剤師、 看護郎等を有しなければならないとされて ぃ 

る 。 ( 医療法第 22 条の 2) 
0  上記規定に基づき、 医師、 歯科 E 師 、 薬剤師、 看護節筈の 員致が 定められている。 (E 療法施行規則第 22 条の 2) 
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2. 人員配置標準の 取扱い 

Ⅰ病院及び療養病床を 有する診療所では、 従業者の標 欠 があ った場合には、 直ちに業務停止とは 連動させず、 都道府県によ 

る 立入検査等の 際に改善指導を 行っている。 

Ⅰ人員配置の 実効性を確保するため、 第 4 次医療法改正により、 医療従事者の 数が人員配置標準を 著しく下回り、 適正な医療 
ム本 

の 提供に著しい 支障が生ずる 下記の場合には、 都道府県知事が 人員増員命令や 業務停止 叩 丁を行うことが 可能になった。 
(m 療法第 23 条の 2 、 医療法施行規則第 22 条の 4 の 2) 
・員数の標準の 2 分の 1 以下であ る状態が 2 年を超えて継続しており、 

・都道府県医療審議会により 都道府県知事が 措置を採ることが 適当と認められた 場合 

Ⅰ特定機能病院の 場合は、 従業者の「員数」に 違反があ れば、 厚生労働大臣は 特定機能病院と 称することの 承認を取り消すこ 

とができることになっている。 (5 療法第 29 条第 4 項 ) 

3. これまでの人員配置標準の 制定・見直しについて ( 主な制定・見直し 事項 ) 

523  医療法制定 ( 人員配置標準の 制定 ) 

531  歯科医師の配置標準の 制定 ( 医師とは別に 制定 ) 

533  特殊病院 ( 精神病院、 結核病院 ) における配置標準の 制定 

S58  特例許可老人病院における 配置標準の制定 

H4  特定機能病院制度の 導入に伴う配置標準の 制定、 療養型病床群の 導入に伴う配置標準の 制定 悌 2 次医療法改 固 
0
2
6
 

  

H
H
H
 

病院薬剤師の 業務の実態に 合わせた配置標準の 見直しく参考の ノ 

看護師の配置標準の 見直しく参考② ノ 、 病床区分の見直しに 伴 う 配置標準の制定 悌 4. 次 医療法改 日 

へき地等における 医師確保支援の 特別対策による 配置標準の緩和 
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く 参考① ノ 病院薬剤師の 業務の実態に 合わせた配置標準の 見直し ( 平成「 0 年 ) 

医療法制定以来、 薬剤師の員数の 標準は「調剤 数 」をもとに定めていたが、 病院薬剤師の 業務については、 調剤に係る業務 

が 減少する一方で、 服薬指導や薬 歴 管理等の病棟における 業務が増大するなど 大きく変化しており、 業務の実態に 合わなくなっ 

たことから見直しを 行った。 ( 調剤 数 80:1 づ入院患者数 70:1 、 外来処方せん 枚数 75:1 など ) 

( 病院薬剤師の 人員配置標準に 関する検討経緯 ) 

  平成 8 年 4 月 25 日医療審議会「今後の 医療提供体制のあ り方について ( 意見具申Ⅱ l 

0  「病棟単位に 薬剤師Ⅰ名を 配置するなど 入院患者数等を 考慮した基準に 見直すことが 適当であ る」 旨 提言。 

  平成 10 年 ]0 月 7 日医療審議会「薬剤師の 人員配置基準の 見直しについて ( 答申 ) 」 l 

0  上記提言を受けて 医療審議会で 検討した結果、 これまでの調剤数による 基準から、 入院患者・外来患者を 考慮した基準 

に 改正することを 了承。 審議会意見として 臣 生後を旦 塗ニ 、 病院薬剤師の 業務の実態及び 薬剤師の需給の 状況を踏まえ 

て 、 人員配置基準の 見直しを行 う こと」とされた。 

米 改正内容は平成， 10 年 ]2 月 30 日 よ り施行 ( 医療法施行規則改正 ) 

  平成 13 年 10 月 26 日「病院における 薬剤師の人員配置基準に 関する検討会」報告 l 

0  平成「 3 年 3 月より検討会を 設置して議論した 結果、 「現時点では 平成 10 年に定められた 基準を、 ただちに変更する 必然 

性は認められなかった」が、 「今後、 薬剤師の需給、 薬剤師の業務内容や 配置の実態、 薬剤師養成における 臨床教育の 

充実等の進展を 踏まえ， 3 年後を目途に 人員配置基準の 検討を開始すべき」とされた。 
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く 参考② ノ 一般病床の看護職員の 配置標準の見直し ( 平成 12 年 ) 

一般病床における 配置標準について、 患者の治療体制を 向上させるため、 従来の「その 他病床Ⅰにおける 4 Ⅱの標準数を 引き 

上げ 3 Ⅱとし、 看護職員の充実を 図った。 

[ 経過措置について ] 

へき地又は 200 床未満の病院については、 施行後 5 年間 ( 平成 18 年 2 月末まで ) の経過措置が 設けられている ( 従来の 4     

「で 可 ) 。 

米 「へき地」は、 診療報酬上、 人員配置標準を 満たさない E 僚機関に対して 特例措置が設けられているので、 この取扱いに 倣った。 

Ⅹ「 200 床未満の病院」については、 3 Ⅱを満たしていない 病院の割合を 考慮した。 (200 ～ 299 床 :5% 、 「 00 ～ 199 床 10%) 
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く 参考③ ノ 「医療分野における 規制改革に関する 検討会報告書」 ( 平成 16 年「同 29 日 ) く 抜粋 ノ 

0  患者のニーズや 医療サービスが 多様化する中で、 医療機関の人員配置や 構造設備などについては、 地域の実情や 診療 

科 ごとの特性などを 勘案して医療機関ができる 限り自主的に 判断することが 望ましいとの 考え方があ る。 このため、 人員の 

配置状況などについての   生反や医療の 質をアウトカムで 評価した性反などの 公開を進めることで 競争を促進し、 患者に選択 

されない医療機関や 医療従事者が 排除されるような 仕組みに変えていくことで、 こうした規制については 弾力化や緩和を 進 

めるべきとの 指摘 せ 、 さらには廃止してはどうかとの 指 Ⅰもあ る。 

0  一方、 次医療法改正において 看 ; 職員の人員配置 標 ; ほ ついては、 第 4 一般病床の看護ほの 配置 票 準の引き上げがな 一団 杜 
げを求める意見もあ る。 

0  現状においては 情報提供に基づく 患者による選択のみでは 十分な医療の 質が確保されるとは 言えないことから、 医療機関 

における人員配置、 構造設備に係る 一定の規制は 必要と考えられる。 今後更に、 医療機関の種類や 職種ごとに、 患者の安 

全や医療の質を 確保する観点に 立って、 医療の現場の 実態、 労働者保護などの 他の規制との 関係なども勘案しながら、 これ 

らの規制のあ り方を検討していく 必要があ る。 

0  この場合、 医師については、 特に地域偏在の 是正が課題となっており、 大学における 医師養成や新臨床研修制度における 

対応も含め、 地域における 医師確保対策を 推進すべきであ る。 あ わせて、 地域ごとの医師の 充足状況の違いなどを 考える 

と 、 地域における 医療提供体制の 再編とあ わせて、 医師の配置標準について 地域の実情に 応じて見直すということも 考える 

れる。 
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4. 人員配置標準に 関する論点 

Ⅰ現行の医療法では、 人員配置は最低基準ではなく、 標準 数 として定められているが、 人員配置標準のあ り方についてどのよ 

うに考えるか。 人員配置状況などの 情 まほを公開することで、 人員配置標準を 緩和すべき、 さらには廃止してほどうかなどの 指 

摘もあ るが、 どのように考えるか。 

◆患者のニーズや 医療サービスが 多様化する中で、 実際の業務内容・ 量を踏まえると、 医療の質の向上、 医療の高度化等に 

対応する観点から、 病院薬剤師や 看護職員などの 人員配置標準を 見直す ( 充実させる ) 必要があ ると指摘されていることにっ 

いてどのように 考えるか。 

Ⅰ仮に、 医療法における 人員配置標準を 充実させた場合、 それに伴い診療報酬上の 評価を行うと、 経済的には国民負担となっ 

てしまうことについてどのように 考えるか。 

Ⅰへき地など 医師等の確保が 困難な地域があ ることを踏まえると、 全国一律で人員配置標準を 規定していることについてどの 

よ う に考えるか。 

Ⅰ人員配置標準の 規定がない診療所とと ヒ校 すると、 病院における 外来患者に基づく 医師数の規定 ( 外来患者 40 名に医師「 

名 ) は必要ないのではないかと 指摘されていることについてどのように 考えるか。 
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